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今月も 

 

 

 

 

”わ き ま ん ど う ” 

  

の話をしたいと思います。 

先月迄は、”満堂和気生嘉祥”のお話でしたが、私がこの言葉をいつも持ち歩いているのは、 

どこでこの言葉を知ったか、をお話しします。 

私がロータリークラブに入って 20 年が経ちます。年の頃もほぼ一緒の新会員がちょうど     

５～６名同時期に入会しました。 

その時に八戸ロータリークラブでは、新会員応援隊が出来ました。 

隊長は元県医師会副会長の村上壽治会員でした。 

そして早速八戸ロータリークラブ会長経験者をはじめ、そうそうたるメンバーとの        

IDM（Fire side meeting、炉辺会議）に参加しました。 
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こんなに凄い方々と一緒に話ができるなんて。一緒にお酒が飲めるなんて。感激しっぱなし。

素晴らしい体験でした。 

そしてまた、別の IDM の時に、故 正部家 種康 元八戸市博物館館長より、 

故 吉田 昌平 元八戸商工会議所会頭、吉田産業初代社長に、                  

「あんだ、書道やってるべ。このわがい人達になにが書いてあげるんだ！」 

「わがった。来週の例会時もっていくがら」 

そして、次の例会時に故 吉田 昌平会員より色紙を頂きました。 

そこに、”和気満堂”と書かれていました。 

最初は私も読めませんでしたが、色々な方からお聞きし、素晴らしい言葉をいただいた、 

と感激しました。 

それ以来、我が家の玄関には額に入ってその色紙が飾っています。 

ロータリークラブは本当に素晴らしい出会いが待っています。 

この言葉があって、今の私があると思っています。 

この言葉を胸にこれからもロータリー活動を続けていきたいと思っています。 

皆さんもロータリアンのつながりを大切にしましょう。そしてこの素敵なつながりを広めて行

きましょう！！ 
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築舘ガバナー公式訪問、２回目の報告となります。今回は、７月３１日の弘前ロータリークラブ

さんから８月８日の大鰐ロータリークラブさんまでの５クラブを紹介します。 

今回の５クラブは西第２グループ、工藤孝子ガバナー補佐に同行して頂きました。 

今年の夏は各地お祭りが以前のように開催され、賑やかな雰囲気の中での訪問となりました。 

３５度を超える暑い中、心のこもったご対応、本当に感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガバナー公式訪問 （7 月 31 日～8 月 8 日） 

◆弘前ロータリークラブ ７月 31 日 

 

 

 

 

▲渋谷会長、鈴木幹事と 

会長・幹事面談（弘前ロータリークラブ） 
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◆弘前アップルロータリークラブ ７月 31 日 

 

 

 

 

▲弘前アップルロータリークラブの皆さんと 

ロータくん 

 

 

 

 

 

 

◆板柳ロータリークラブ 8 月 1 日 

 

 

 

 

▲（左から）工藤ガバナー補佐、齊藤幹事、 

工藤会長（板柳ロータリークラブ） 
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◆弘前東ロータリークラブ 8 月 2 日 

 

 

 

 

▲弘前東ロータリークラブの皆さんと 

ロータくん 

 

 

 

 

 

 
◆大鰐ロータリークラブ 8 月 8 日 

 

 

 

 

▲例会風景（大鰐ロータリークラブ） 
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青少年交換委員会 

委員長 岡山 信弘（六ケ所ロータリークラブ） 

 

築舘ガバナーから拝命し、前年度に引き続き 2023-24 年度の青少年交換委員会（以下、RYE） 

委員長を務めさせて頂きます六ヶ所ＲＣの岡山でございます。 

 

 冒頭は当委員会の役割についてご説明させて頂きます。 

 ロータリー青少年交流の主な目的は、『海外文化交流の機会、および平和と社会正義を推進する 

リーダーとして成長する機会を青少年に提供する』ことです。青森県内の 15～19 歳の学生がこの

プログラムを活用して素晴らしい国際人・社会人になることを期待して奉仕したいと考えておりま

す。 

当地区ロータリアンの皆様におかれましてはプログラムの趣旨をご理解頂き、派遣学生やホスト

ファミリーのご紹介についてご協力を賜れればと存じます。 

 

 続いて近況方向をさせて頂きます。 

 2022 年 8 月に派遣した２名の OBS ですが、弘前 RC がスポンサーで八戸北高校の楠木日向さ

んは 2023 年 6 月に、六ヶ所 RC がスポンサーでウルスラ高校の橋本芽依さんは同年 7 月に無事

に帰国しスポンサークラブでの報告を無事に終了しております。この２名については１０月の地区

大会においても活動報告をして頂く予定でございます。 

 また楠木日向さんとの交換で受入したアメリカ合衆国 7040 地区の Quinlyn Tucker REED さ

んも６月に無事に帰国しました。 

 加えて、2023−24 年度の交換留学生の松風塾高校１年生の柴田玲音くんは 8 月７日に出国し、

8 月 8 日に無事に派遣先の RID5190 に到着しております。また IBS の Mikai 君は 8 月 17 日に

柴田くんのスポンサークラブである青森 RC へ無事に到着しております。柴田くんのスポンサーク

ラブをお引き受け頂きました青森 RC の皆さまにおかれましては、その入念なご準備に敬服してい

るところでございます。 

 

 ロータリー青少年交換事業は大変素晴らしい事業だと地区委員会活動で感じております。日本国

内最小の当地区で当事業が継続できますよう会員皆さんのご理解ご協力を 

賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

新委員長挨拶 



      

      

      

－7－ 

 

 

地区財団委員長 佐藤 健一（青森ロータリークラブ） 

 

去る 7 月 15 日青森市アスパムにて 2830 地区の今年度第１回財団セミナーが開催されました。 

田中副ガバナー（直前 PG）、花田ガバナーエレクト、村井財団部門アドバイザー（PG）の      

ご出席の下、 

① 冒頭の田中副ガバナーの点鐘・挨拶に続いて 

② 地区財団委員長、地区補助金、グローバル補助金、資金推進、平和フェローシップ・奨学金・ 

学友、ポリオプラスの各委員長から委員会毎の 2022-23 年度の事業報告と 2023-24 年度の

活動計画が報告され、財団部門の基本的活動方針や課題が確認されました。 

③ 続いて、出席した 27 クラブから、2022-23 年度における地区補助金事業の報告が     

それぞれ為され、地域色のある多様な奉仕プロジェクトが紹介されました。 

④ 最後に、花田ガバナーエレクトによる講評及び点鐘がなされ、 

予定通り終了いたしました。 

なお、2 回目の財団セミナーは 11 月頃開催を予定しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

第 1 回ロータリー財団セミナー開催 
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《ガバナー グリーン上で“熱闘”》 

三沢ロータリークラブ 会長 元木 太 

 

パンデミックのコロナ禍の中でも、人数を減らしながら回数を重ねてきた青少年奉仕活動の 

一環で、「第５８回バッカス奨学基金カンパゴルフ大会」を８月６日（日）、米軍三沢基地ゴルフ場 

にて、連日猛暑の中、開催致しました。 

大会には、第２８３０地区・築舘智大ガバナーご参加のもと、地区内８クラブ、各種団体、 

一般参加者含め、８６名のプレーヤーがグリーン上で“熱闘”を繰り広げました。 

開会式では、築舘ガバナーと大嶋・航空自衛隊三沢基地司令、古間木・三沢市商工会長、 

元木・三沢 RC 会長の４人で始球式。見事なショット（写真）でプレー開始となりました。 

三沢の“ハワイ”と言われる基地ゴルフ場で歓声を上げ、基地特製のホットドックをかじり、 

汗を拭きながらショットに熱中しました。 

この大会は、三沢出身の高校生へ返済不要の奨学金を贈るため、６３年前、三沢 RC 創立時、 

当時の米軍三沢基地司令官・故バッカス大佐の発案で始まった。基金カンパ協力をお願いする 

このゴルフ大会には、現役の奨学生４人も応援参加。表彰式で、大会参加、奨学基金カンパへの 

お礼挨拶を行い、引き続きの協力をお願いした。 

 築舘ガバナーより、「奉仕活動はクラブの活性化に繋がります。今後とも続けて下さい。」と 

激励の言葉を頂戴致しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バッカスゴルフコンペ報告 ～三沢ロータリークラブ～ 

▲始球式 
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2026-27 年度ガバナー候補者推薦について 
 

 

 

国際ロータリー第 2830 地区  

                ガ バ ナー    築舘 智大 

               ガバナー指名委員会委員長 沼田  廣 
 

 

  

 

2026-27 年度ガバナー候補者がおられましたら、各クラブ宛に送付しました様式により、

2023 年 10 月 2 日までに地区ガバナー指名委員長（地区事務所気付）宛に推薦の連絡をくださ

いますようお願いいたします。 

 なお、詳しくは 7 月 31 日付で送付しました「地区ガバナー候補者選出についてのお願い」を 

ご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区ガバナー候補者選出についてのお願い 
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